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※取り付け完了後、正常に作動している事を必ず確認してください。

1  結線及びコネクタの接続

１）付属の補助コードと、壁から出ているハーネスを結線してください。

　　　　各機器の配線色と同色になるように結線してください。

２）キャンセラのコネクタを丸穴切欠きに通して、小コネクタと接続してください。

３）大コネクタ・アース端子を取付ブラケット切欠きに通して、大コネクタと補助コードを接続してください。

2  リーダ・キャンセラの取り付け 

★

☆

（★ 参照）

（☆参照）

１）リーダをパネル切欠きに差し込み、パネルの裏側からキャンセラと同時に取付ネジで取り付けてください。

　　キャンセラは、取付プレートの刻印が正立する向きで取り付けてください。

　　取付プレート裏面の位置決め突起と位置決め穴を合わせると、

　　取付プレートの刻印が正立する向きになります。

本図は横型、縦型共通の取付説明書です。

違いは　2　のみ異なります。

※下図説明は横型。
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【縦型の場合】 【横型の場合】

「タテ型上方向↑」の

  刻印が正立する向き
取付プレート裏面の位置決め突起と

位置決め穴を合わせるように

取り付けて下さい。

取付プレートの刻印が正立します。

【キャンセラ位置決め突起について】

「ヨコ型上方向↑」の

  刻印が正立する向き

位置決め穴

3  パネルの取り付け 

１）パネルの取り付け方法は納まりによって変わる為、パネル製作メーカーに問合せください。

 取付ブラケット切欠き

コネクタ

ハーネス

※ 接続後、取付ブラケットの切欠きからコネクタとハーネスを外部へ出しておくと、リーダの取付がスムーズに行えます。

※ アース端子が取り付けられていない場合、動作に不具合が生じる場合があります。

取付プレートをネジ止めする際、アース端子を取付ネジで

共止めしてください。
重要
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